
研究業績水準判定に関する
システムの使用について（引用情報等提供）

1

引用情報等提供システムのイメージ

研究業績説明書における「代表的な研究
成果・成果物」について、引用情報（論
文の被引用数、論文パーセンタイル等）
を法人及び評価者が同じ論文DBに基づき
参照可能！

資料４ 国立大学法人等
評価実務担当者研修会

国立大学法人等評価実務担当者説明会
令和元年７月３０日・８月２日より一部修正

〈引用情報等〉
・論文の被引用数
・論文パーセンタイル
・CiteScore（サイトスコア）等

引用情報等
提供画面

2

・引用情報等を提供するデータベースは、エルゼビア

社「Scopus」。後日、機構から使用に必要な書類を

各法人に送付します。

・様式「研究業績説明書」の構成に変更を加えること

はご遠慮ください。（高さの変更等は構いません）

・「代表的な研究成果・成果物」（最大３つまで）を

入力する際、数字、英字及び記号は半角で入力して

ください。

⇒ 第３期 研究業績説明書イメージを参照

引用情報等提供システムの使用に当たって



【参考１】研究業績水準判定に関する
システム（研究業績水準判定支援）

3

研究業績水準判定支援システムのイメージ

ポイント
研究業績説明書における「代表的な研究成果・成果物」に
記載の書誌情報（論文名やDOI等）のチェック！

国立大学法人等評価実務担当者説明会
令和元年７月３０日・８月２日 より

4

・ 選定できる研究業績数は、各学部・研究科等の専
任教員数の原則20％を上限

→ 選定に際しては、第三者評価による結果や客観
的指標等の根拠資料を基に、優れた研究業績と
して判断されるものを厳選

・ 代表的な研究成果・成果物は最大３つまで

・ 二つのシステムに「研究業績説明書」のデータを
取り込むため、様式の変更は不可（行の高さの変
更等は可）

【参考２】
作成に当たっての留意事項

国立大学法人等評価実務担当者説明会
令和元年７月３０日・８月２日 より
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等
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双
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、
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～
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～
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い
て

、
「
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
」
と

言
及

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
論

文
等

か
ら

構
成

さ
れ

る
「
△

△
△

△
の

研
究

」
に

つ
い

て
、

国
際

的
学

術
誌

『
◇

◇
◇

◇
』
に

お
い

て
、

「
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
」
と

の
書

評
を

受
け

て
お

り
、

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

と
い

う
点

が
評

価
さ

れ
て

い
る

。

X
-
X

-
X

〇

a
)

b
)

c
)

d
)

e
)

f
)

g
)

①
②

③
④

⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

⑨
⑩

⑪
⑫

⑬

専
任

教
員

数
を

入
力

す
る

と
研

究
業

績
数

の
上

限
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

小
規

模
の

組
織

や
専

任
教

員
が

「
０

人
」
に

な
る

場
合

な
ど

の
理

由
が

あ
る

場
合

に
は

、
機

構
ま

で
お

問
合

せ
く
だ

さ
い

。

小
区

分
番

号
を

半
角

数
字

で
入

力
す

る
と

、
小

区
分

名
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

正
し

い
小

区
分

名
と

な
っ

て
い

る
か

、
必

ず
御

確
認

く
だ

さ
い

。
【
例

】
01

01
0（

哲
学

お
よ

び
倫

理
学

関
連

）

※
本

様
式

の
入

力
に

あ
た

っ
て

は
、

W
in

do
w

s1
0か

つ
Ex

ce
l2

01
3以

降
の

バ
ー

ジ
ョ

ン
を

御
使

用
く
だ

さ
る

よ
う

、
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

実
績

報
告

書
作

成
要

領

の
29

ペ
ー

ジ
に

記
載

の
番

号
（
１

～
90

ま
で

）
を

入
力

し
て

く
だ

さ
い

。

冒
頭

に
「
国

立
大

学
法

人
」
、

「
大

学
共

同
利

用
機

関
法

人
」
は

不
要

で
す

。

原
則

、
現

況
分

析
単

位
と

し
て

登
録

し
て

あ
る

組
織

の
名

称
で

入
力

し
て

く
だ

さ
い

（
あ

ま
り

に
も

長
く
な

る

場
合

に
は

省
略

し
て

も
構

い
ま

せ
ん

）
。

数
字

、
英

字
及

び
記

号
は

半
角

で

入
力

し
て

く
だ

さ
い

。

発
行

・
発

表
年

等
は

西

暦
で

入
力

し
て

く
だ

さ
い

（
末

尾
に

「
年

」
は

不
要

で
す

）
。

DO
Iを

入
力

す
る

場
合

に
は

、

必
ず

半
角

英
数

字
、

記
号

で

入
力

し
て

く
だ

さ
い

（
冒

頭
に

「
ht

tp
s:/

/d
oi

.o
rg

/」
、

「
DO

I:」
、

「
な

し
」
な

ど
は

不
要

で
す

。

代
表

的
な

研
究

成
果

・
成

果
物

を
入

力
す

る
際

は
、

行
を

あ
け

ず
に

(1
)か

ら
順

に
詰

め
て

入
力

し
て

く
だ

さ
い

。



著
者

・
発

表
者

等
タ

イ
ト

ル
・
表

題
等

発
表

雑
誌

・
出

版
社

・
会

合
等

巻
・
号

頁
発

行
・
発

表
年

等

研
究

テ
ー

マ
及

び
要

旨
【
2
0
0
字

以
内

】
小

区
分

名
小

区
分

番
号

業 績 番 号

掲
載

論
文

の
D

O
I

（
付

与
さ

れ
て

い
る

場
合

）

学 術 的 意 義

文 化 的 意 義

社 会 、 経 済 、

代
表

的
な

研
究

成
果

・
成

果
物

【
最

大
３

つ
ま

で
】

判
断

根
拠

（
第

三
者

に
よ

る
評

価
結

果
や

客
観

的
指

標
等

）
【
4
0
0
字

以
内

。
た

だ
し

、
「
学

術
的

意
義

」
及

び
「
社

会
、

経
済

、
文

化
的

意
義

」
の

双
方

の
意

義
を

有
す

る
場

合
は

、
8
0
0
字

以
内

】

重
複

し
て

選
定

し
た

研
究

業
績

番
号

共 同 利 用 等
a
)

b
)

c
)

d
)

e
)

f
)

g
)

⑥
⑦

⑧
⑨

⑨
⑩

⑪
⑫

⑬

数
字

、
英

字
及

び
記

号
は

半
角

で

入
力

し
て

く
だ

さ
い

。

(1
)

X
X

X
○

○
（
特

許
第

○
○

号
）

○
○

2
0
1
7

(2
)

X
X

X
○

○
（
特

許
第

○
○

号
）

○
○

2
0
1
7

(3
)

X
X

X
○

○
（
特

許
第

○
○

号
）

○
○

2
0
1
7

(1
)

X
X

X
○

○
○

○
出

版
全

○
頁

2
0
1
8

(2
)

(3
)

(1
)

X
X

X
○

○
○

○
○

p
p
.○

-
○

2
0
1
6

(2
)

X
X

X
△

△
△

△
△

p
p
.△

-
△

2
0
1
6

(3
)

X
X

X
□

□
□

□
□

□
2
0
1
7

※
　

業
績

番
号

１
：
「
学

術
的

意
義

」
の

記
載

例
（
代

表
的

な
研

究
成

果
が

１
つ

の
場

合
）

業
績

番
号

２
：
 　

 　
　

 　
　

　
〃

　
　

 　
　

　
  
（
　

　
　

.　
　

　
 〃

　
　

 　
　

  
３

つ
の

場
合

）
業

績
番

号
３

：
「
社

会
、

経
済

、
文

化
的

意
義

」
の

記
載

例
（
代

表
的

な
研

究
成

果
が

１
つ

の
場

合
）

業
績

番
号

４
：
「
社

会
、

経
済

、
文

化
的

意
義

」
の

記
載

例
（
代

表
的

な
研

究
成

果
が

３
つ

の
場

合
）

業
績

番
号

５
：
「
学

術
的

意
義

」
及

び
「
社

会
、

経
済

、
文

化
的

意
義

」
双

方
の

意
義

を
有

す
る

場
合

の
記

載
例

（
代

表
的

な
研

究
成

果
が

１
つ

の
場

合
）

業
績

番
号

６
：
「
学

術
的

意
義

」
及

び
「
社

会
、

経
済

、
文

化
的

意
義

」
双

方
の

意
義

を
有

す
る

場
合

の
記

載
例

（
代

表
的

な
研

究
成

果
が

３
つ

の
場

合
）

○
○

.○
○

○
○

/
○

○
○

○
○

○

△
△

.△
△

△
△

/
△

△
△

△
△

△

□
□

.□
□

□
□

/
□

□
□

□
□

□
□

4
X

X
X

X
・
・
・
・

□
□

□
□

の
研

究

本
研

究
は

、
～

～
～

～
～

～
に

つ
い

て
、

～
～

～
～

～
の

実
現

を
目

的
と

し
、

～
～

～
～

～
が

で
き

る
開

発
の

た
め

の
基

礎
研

究
を

行
い

、
検

証
の

上
、

□
□

□
□

の
実

用
化

を
目

指
し

て
い

る
。

6
X

X
X

X
・
・
・
・

△
△

△
△

の
研

究

 本
研

究
は

、
△

△
△

△
に

つ
い

て
、

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
の

視
点

か
ら

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
の

手
法

を
用

い
て

分
析

し
た

も
の

で
あ

り
、

～
～

～
～

～
～

～
～

～
の

活
用

に
よ

り
、

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
が

有
効

で
あ

る
こ

と
を

実
証

し
た

。
ま

た
、

こ
の

実
証

に
基

づ
き

、
現

在
課

題
と

さ
れ

て
い

る
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
に

つ
い

て
、

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

の
実

施
、

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

の
活

用
等

を
提

言
し

て
い

る

S
S
S

【
学

術
的

意
義

】
　

(1
)は

、
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
と

い
う

内
容

の
論

文
、

(2
)は

、
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
と

い
う

内
容

の
論

文
で

あ
り

、
い

ず
れ

も
○

○
年

度
の

日
本

△
△

学
会

の
△

△
賞

の
対

象
と

な
っ

た
も

の
で

あ
る

。
(3

)は
、

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

と
い

う
内

容
の

論
文

で
あ

り
、

□
□

学
会

の
□

□
に

お
い

て
、

「
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
」
と

言
及

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
(3

)は
、

○
○

の
分

野
で

権
威

あ
る

学
術

雑
誌

の
一

つ
で

あ
る

『
▽

▽
▽

▽
』
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

本
業

績
に

関
し

て
、

2
0
1
8
年

△
△

学
会

の
国

際
会

議
「
○

○
○

○
」
で

の
プ

レ
ナ

リ
ー

発
表

、
翌

年
度

の
基

調
講

演
「
○

○
○

○
」
を

始
め

と
し

て
、

2
0
1
9
年

に
ア

メ
リ

カ
、

オ
ー

ス
ト
ラ

リ
ア

、
韓

国
の

各
国

の
関

係
学

会
で

招
待

講
演

を
行

っ
て

い
る

。

【
社

会
、

経
済

、
文

化
的

意
義

】
　

 「
□

□
□

□
の

研
究

」
を

取
り

ま
と

め
た

『
◇

◇
◇

◇
報

告
書

』
は

、
△

△
県

×
×

×
×

審
議

会
に

お
い

て
参

考
資

料
と

し
て

提
出

さ
れ

、
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
を

踏
ま

え
、

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

さ
れ

て
お

り
、

◇
◇

◇
◇

条
例

の
形

成
に

寄
与

し
て

い
る

。
ま

た
、

◇
◇

◇
◇

条
例

に
基

づ
く

県
の

政
策

に
も

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

の
側

面
か

ら
反

映
さ

れ
て

い
る

。
　

さ
ら

に
、

本
報

告
書

は
、

○
○

新
聞

（
2
0
1
9
年

○
月

○
日

）
、

×
×

新
聞

（
同

年
○

月
○

日
）
、

△
△

新
聞

（
同

年
○

月
○

日
）
、

日
本

◇
◇

新
聞

（
同

年
○

月
○

日
）
で

書
評

に
取

り
上

げ
ら

れ
、

「
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
」
等

の
高

い
評

価
を

受
け

て
い

る
と

と
も

に
、

◇
◇

◇
産

業
や

▽
▽

地
域

の
□

□
産

業
に

つ
い

て
、

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

と
い

っ
た

点
で

、
そ

の
発

展
に

大
き

く
寄

与
し

て
い

る
。

○

S
S

【
社

会
、

経
済

、
文

化
的

意
義

】
本

研
究

は
、

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

と
い

う
コ

ン
セ

プ
ト
を

～
～

～
～

～
に

展
開

す
る

も
の

で
あ

り
、

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

を
開

発
し

、
～

～
～

～
～

～
～

～
～

に
導

入
し

た
結

果
、

～
～

～
～

～
を

実
現

で
き

る
こ

と
を

証
明

し
た

。
本

研
究

に
対

し
て

は
、

記
載

の
特

許
３

件
を

含
め

、
合

計
○

件
の

特
許

が
登

録
さ

れ
て

い
る

。
本

研
究

に
関

連
し

て
、

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

や
、

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

な
ど

の
国

内
外

の
招

待
講

演
（
計

△
件

）
も

行
っ

て
お

り
、

国
際

会
議

「
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
」
か

ら
◇

◇
◇

◇
A

w
ar

d
が

授
与

さ
れ

た
。

5
X

X
X

X
・
・
・
・

○
○

○
○

の
研

究

本
研

究
は

、
○

○
○

○
と

し
て

の
特

性
を

、
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

を
通

し
て

明
ら

か
に

し
た

。
～

～
～

～
～

と
い

う
概

念
に

沿
っ

て
、

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

と
、

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

と
の

相
関

関
係

を
明

ら
か

に
し

、
～

～
～

～
～

～
～

～
を

見
出

し
て

い
る

。
第

１
部

は
、

～
～

～
～

～
～

～
～

～
と

い
う

総
論

で
あ

り
、

第
２

部
は

、
個

別
の

～
～

～
～

～
～

～
の

分
析

を
通

し
て

検
証

し
た

各
論

で
あ

る
。

S
S

S

【
学

術
的

意
義

】
『
○

○
○

○
○

の
○

○
○

○
○

』
は

、
刊

行
後

、
～

～
～

～
～

に
対

し
て

贈
ら

れ
る

「
△

△
△

賞
」
を

、
ま

た
、

～
～

～
～

～
に

対
し

て
贈

ら
れ

る
「
△

△
△

賞
」
を

受
賞

し
た

。
前

者
に

お
い

て
は

、
～

～
～

～
～

～
～

と
い

う
展

望
を

も
た

ら
し

た
点

（
◇

◇
◇

◇
氏

選
評

）
、

後
者

に
お

い
て

は
、

～
～

～
～

～
で

、
か

つ
～

～
～

～
～

～
と

い
う

点
（
□

□
□

□
氏

選
評

）
が

評
価

さ
れ

た
。

【
社

会
、

経
済

、
文

化
的

意
義

】
『
○

○
○

○
○

の
○

○
○

』
は

、
「
△

△
△

賞
」
受

賞
時

の
選

評
に

お
い

て
「
～

～
～

～
～

を
、

社
会

に
対

し
、

～
～

～
～

～
と

し
て

い
る

。
」
と

い
う

評
価

が
与

え
ら

れ
て

お
り

、
ま

た
、

○
○

新
聞

（
2
0
1
9
年

○
月

○
日

）
、

×
×

新
聞

（
同

年
○

月
○

日
）
で

書
評

に
「
△

△
△

」
が

特
集

さ
れ

る
な

ど
、

社
会

的
な

反
響

が
あ

っ
た

。

様
式

の
記

入
行

が
不

足
す

る
場

合
に

は
、

印
刷

エ
リ

ア
を

広
げ

て
御

記
入

く
だ

さ
い

。


